
公表：令和6年3月18日

事業所名　　　放課後等デイサービスぼちぼち　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者等数（児童数）２１　　　回収数　　21枚　　　　　割合　　100％

チェック項目 はい
どちらと

も

いえない

いい

え
ご意見 ご意見を踏まえた対応

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 17 3 1
高学年、体格良い子、活動的な子供には手狭？

外活動で補っている

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 21

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリ

アフリー化の配慮が適切になされているか
11 6 4

スロープ、バリアフリーはない

ガラスの飛散防止、庭の手入れ有

フロアマット有

現在重度身体障害の方はおられませんが今後の受け入れを考えると、

現在の貸家では不可能なので、その場合は移転も必要と考えています

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された

上で、放課後等デイサービス計画*1が作成されている
21

保護者の話を十分に聞いて作成している

いつもよく話を聞いてもらっている

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫されている

か
21

平日、長期休暇共に子供の特性を理解し作成

金銭かからないのがありがたい

行事を楽しみにしている

中学生だから幼稚なことはやりたくない

色々な計画を立てている

昨年新一年生の受け入れ、複数の中学進学により、活動の関心要望も

広がっています。学年の違いによる活動の選択の工夫などを図って行

きます

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいのない

子どもと活動する機会があるか
13 8

利用日が少なくわからない

子どもたちの特性によって実現難しい？

地域の夏祭り、ぼちぼちまつりで以前はあった

感染症対策でなかなかなかった

コロナの5類変更で、夏祭りなどで交流が増やせる環境になってきまし

た。今後もそれらを通じて障害のない子供たちとの接点を広げる工夫

を図ります

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなさ

れたか
21 いつも丁寧な傾聴、説明がある

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解ができているか
21

モニタリング時、問題有の時に

都度連絡有

兄妹の話も合わせて聞いてもらっている

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が

行われているか
21 モニタリング時にアドバイス有

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）


